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季刊

☘イベントのお知らせ☘

９月２８日（木）サポーター養成講座

１０月２日（土）まじわーるdeまなぶ
～発達障がいについて～

１１月９日（火）サポーター養成講座

１１月中旬～下旬 まじわーるdeまなぶ
～精神障がいについて～
～知的障がいについて～

※ワークショップの開催も検討していま
す。決まり次第、ご案内いたします。

※新型コロナウイルスの感染状況により、
延期・中止等の可能性があります。予め
ご了承ください。

皆さんで しょうがい者サポーター
になりませんか

まじわーるde〇〇
イベント開催報告

…deまなぶ ～ステップアップ講座～
【障害年金の基本】について
６月２０日（日）13:30～15:30
講師：石野 博康 氏
＊参加者１９名

地域の方の声から実現した今回の講座は、新
型コロナウイルスの関係で1ヶ月延期をしての
開催となりましたが、多くの皆さまにご参加
を頂きました。
年金制度の基礎や障害年金について、申請時
のポイント、手続きの流れ等について教えて
頂きました。事例を通しての説明もあり、
「とても分かりやすかった」という感想をた
くさん頂きました。質疑応答も盛んに行われ、
講師の先生の時間の許す限りお答え頂きまし
た。

…deなまぶ
【身体障がい】について
６月２９日（火）13:30～15:00
講師：金 聡美 氏
＊参加者５名

２年ぶりの開催となりました。
今回は感染症対策のため、座学中心の講座と
なりました。身体障がいの疑似体験を行えな
かったのは残念でしたが、介護用の食器や自
助具等の実物を見せて頂いたり、講義資料に
写真を多く掲載する等の工夫をして頂いたこ
とで、多くの学びや気付きを得ることが出来
ました。「初心にかえることが出来た」や
「街で障がいのある方を見かけたら声をかけ
るようにしたい」等の感想がありました。

「しょうがい者サポーター」になるには？

Step -１ 養成講座に参加
しょうがい者サポーター養成講座に参加し「しょうがい」につい
て知ることから始めます。1回60分程度です。

Step -２ 活動の確認
講座を受けていただいて、主旨をご理解いただき活動する方には
申請書をご記入いただきキーホルダーをお渡しいたします。

Step -３ キーホルダーを身に着けます
普段の生活の中で困っている人がいたら声をかける、見守る等で
きることから始めていきます。

障がいのある人もない人も．．．ちょっとした気遣いでサポートが必要な人と
サポートをする人を結びつけます。
「しょうがい者サポーター」養成講座を受けていただき地域の皆様のご協力で

現在、登録者が257名になりました。昨年は、コロナ感染症予防対策のため養成
講座の開催ができずサポーターの募集が滞っておりました。
今年度はコロナワクチンの接種も始まり、感染予防の徹底を図りながら「しょ

うがい者サポーター」養成講座を開催します。
地域の皆様に障がいを理解していただき多くの方に見守っていただけるような

地域になることで、障がいのある方だけでなく高齢の方、少しお手伝いの必要な
方、お子さんのいらっしゃる方が暮しやすい街になると考えています。
今年度は、9月・11月・1月と養成講座のチラシを配布しますので関心のある

方はぜひ参加していただき、一人でも多くの方に「しょうがい者サポーター」に
なっていただきますようご協力お願いします。養成講座は出張でも行っておりま
すので、関心のある方はいつでもご連絡ください。お待ちしています。編集後記

新型コロナウイルスはまだまだ
油断を許さない状況ではありま
すが、感染症対策をしっかり行
い、きまっしーも少しずつ動き
始めています。

久しぶりに複数の活動報告を行
えることを嬉しく思っています。
夏まつりは２年連続の開催中止
となりましたが、またいつの日
にか、皆さまと一緒に、真夏の
太陽の下で焼きそばやたこ焼き
を頬張れますように。

あ、スイカ割りもいいなぁ…。
かき氷も食べたいなぁ…



今回は、社会福法人
みのり会に所属する利用

者様の夏をイメージした作品
を集めてみました。

個性あふれるステキな作品
ばかりですね。(⌒∇⌒)

パラリンピック競技

パラリンピック正式種目、「ボッチャ」って何？？
〇ボッチャとは…
イタリア語で「ボール」という意味。ヨーロッパ生まれのパラリンピック正式種目。
重度脳性麻痺者もしくは四肢重度機能障がい者のために考案されたスポーツ。
老若男女、障がいの有無に限らず、全ての人が一緒に出来るスポーツ。
1988年の韓国・ソウルパラリンピックから正式種目に採用されました。

７月17日～18日、人を区別することなく、様々な人が誰でも表現を楽し
むことができる場として「私を伝える展覧会」（ NPO法人アトリエ言の
葉主催）がミューザ川崎で開催されました。

今回の展覧会は、アトリエ言の葉の作品だけに留まらず地域の方々、な
ごみ福祉会、みのり会、三篠会、Studio FLATの各事業所のご協力を得
て総勢１５０名ものアーティストの作品が会場に所狭しと飾られていま
した。

作品はどれも個性豊かで、作者によって色彩も様々。描写も大胆な作品
から細かな作品まで。永遠に続くであろう巻き絵や本物と見違えるよう
なオーナメント（雀など）。書道、段ボールを使ったロボット模型、
パース（立体作品）など、見ているだけで心が和みアーティストの世界
観を楽しむことができました。

これからも様々なアーティストの作品を楽しみにしています。

私 を 伝 え る 展 覧 会

【ひまわり】
梨本美津子 様（陽だまり）

【ひまわりと女の子】
丹野那菜 様（あーる工房）

【パイナップル】
平松春彦 様（セルプ宮前こばと）

【トウモロコシ】
矢野雅彦 様（厨房じんべい）

【トンボ】
ゆっぴー 様（陽だまり）

【好きな芸人さん】
松田ともくん（あーる工房）

【 夏祭り 】
八重尾勝彦 様（厨房じんべい）

【キンチョール】
中道一輝 様（セルプ宮前こばと）

※ 皆さまのアート作品を します。

詳しくはきまっしーまで連絡下さい。

アート で
涼もう

〇ルール…
ジャックボール(目標球)と呼ばれる白い
ボールに、赤・青のそれぞれ6球ずつの
ボールを投げたり、転がしたり、他のボー
ルに当てたりして、いかに近づけるかを競
います。
1対1の個人戦と団体戦(2対2のペア戦と3
対3のチーム戦)があります。
障がいにより自分で投げることができない
場合は補助具と介助者の力を借りてプレー
することもできます。

カヌー

車いす
バスケットボール 卓球

馬術

パワーリフティング

東京パラリンピック2020（8/24～9/5）では、
上記のボッチャを含め全22競技が行われます。

オリンピックとルールが異なる競技もあれば、
ボッチャやゴールボールのように
パラリンピック独自の競技もあります。
また、テコンドーとバドミントンは
今回のパラリンピックで初めて採用されます。

皆さんはどの競技を応援しますか？

ボッチャの大会に
参加されている方の声


